
学年

ワークショップで呼ばれたい
ニックネームを書こう！

なみすけ

中3

名札から台紙を出して好きな
色のペンで記入しよう！
裏面も記入してね！

学年

待っている間に、「名札」と「自己紹介シート」に記入しよう！



令和８年８月１日（土曜日） 14：00～17：00

DAY１ 気候変動の現状や対策について学び、
未来の杉並のまちを思い描いてみよう！

プ ～
ッ



お願い：記録・撮影について

・記録のため、会議の様子を撮影します。

・参加者が写真撮影・SNS投稿を行う際は、他の参加者

「個人」が特定されないように十分注意してください。

・動画の撮影や録音はご遠慮ください。





はじめに
杉並区温暖化対策担当課長

重田 拓郎



「Team Earth Heroすぎなみ」ワークショップとは

○気候変動対策について学び、考え、話し合う、全３回のプログラム（杉並区主催）

○今年度、区内在住・在学の中学生・高校生・大学生の67名が参加

円グラフ 円グラフ

昨年度のワークショップの参加者で決めた名称

公立中学

22人

公立高校

9人私立中学

10人

私立高校

21人

私立大学

5人

公立・私立

中学２年

18人

中学３年

8人

高校１年

 15人

高校２年

８人

高校３年

7人

学 年

中学１年
６人

大学４年
２人

大学１年
３人



杉並区ゼロカーボンシティ宣言

杉並区は、2050年までに温室効果ガス排出量
を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現に
取り組んでいる。

温暖化の進行を食い止め、良質な
住宅都市として発展してきた杉並区
の環境を将来世代に引き継いでいく
ため、全力で取り組んでいきます。→



なぜワークショップを実施するの？

❶杉並区気候区民会議

⚫ 令和６年に全６回開催

⚫ 無作為に選ばれた16～79歳の77名が参加

⚫ 気候変動対策について学び・考え・議論

33件の気候変動対策を提案

区民参加の継続！



なぜワークショップを実施するの？

❷将来世代の主体性やリーダーシップを育む機会

⚫気候変動の影響を最も受けるのは将来世代

⚫脱炭素社会を実現するには社会の変革が必要

⚫同世代はもちろん、大人に向けてもリーダーシップや主体性を発揮できる人材が必要

令和7年度に実施した

Team Earth Heroすぎなみ

ワークショップ 



このワークショップをきっかけに

気候変動対策を自分事として捉え、

主体的な行動につなげ、

周囲の人たちにも働きかけができる人材に！



本日の
ゴールと進め方





プログラム

DAY❶ DAY❸DAY❷
令和８年8月1日（土）
14：00～17：00

令和８年8月15日（土）
8：30～11：30

令和８年8月29日（土）
14：00～17：00

気候変動の現状
や対策について
学び、未来の杉
並のまちを思い
描いてみよう！

今日

DAY2で見つけた変化や

課題から、気候変動対
策について自分たちで
できることや社会全体
で取り組む仕組みを考
えよう！

まちをフィールドワー
クして、気候変動の
影響による身近な変
化や課題をみつけよ
う！



本日のゴール

気候変動の現状と適応策を学ぼう！

気候変動に適応した、
2050年の杉並の未来を描いてみよう！



本日の進め方

14：00 ご挨拶 杉並区環境部長 森 令子

14：05  はじめに 杉並区温暖化対策担当課長 重田 拓郎

14：10  本日のゴールと進め方 みんなの進路委員会 谷村 一成

14：15 企画運営メンバー、テーブルファシリテーターの紹介

14：25 自己紹介・アイスブレイク

14：50 気候変動対策について専門家から学ぼう（40分）

              地球環境戦略研究機関（IGES）研究顧問 甲斐沼 美紀子氏

15：30 休憩（10分）

15：40 グループワーク（70分）

16：30 全体共有（25分）

16：55 終わりに・次回の案内（5分）

17：00 終了

















「猛暑や水害、生きものの危機にどう向き合う？」
―私たちの地域でできることを考える―

地球環境戦略研究機関（IGES）研究顧問

甲斐沼 美紀子氏

▸気候変動の現状や適応策について
専門家から学ぼう



















































気候変動に適応した、
杉並の未来をAIで描い
てみよう！

▸グループワーク



グラウンドルールとは？

グラウンドルールとは、みんなが安心して楽しく

  話し合うために、最初に決める約束ごとのことです。

▷



グラウンドルール・お約束

⚫相手に体を向けて話を聞き、うなずきや表情なども含め

てコミュニケーションをとろう。

⚫お互いの意見を認め合おう。

⚫みんなで協力して話し合おう。

お
約
束

ポ
イ
ン
ト

⚫自分から話すことを意識し、考えたことは口にしよう。

⚫話しやすい雰囲気になるよう、出た意見にリアクションする

など心がけよう。

企画運営メンバー

が考えました！













STEP①：「まちの状態」のイメージを出し合おう

グループの「テーマ」を確認しよう

テーマに沿って、「まちや人はどんな

状態になっているか」を考え付箋に
書こう

・たくさん出そう
・1人４枚くらい

グループの中で話し合いながら
まとめていこう

▷

▷

▷





STEP②：AIで画像を作ってみよう！

大きなワークシート
から、画像に入れ
たい「まちや人はど
んな状態なのか」
の付箋をグループ
で話し合って移そう

画像の「設定」
を決めよう

・場所

▷ ▷

画像をつくるためのAIへの指示書をつくろう



例えば…

どんな工夫
や対策が行
われている
かな？





AIを使うときの注意点

AIは、答えを出す
ものではないよ

グループワークの目的
は、完璧な画像をつくる
ことではないよ

AIは答えを出す道具ではなく、ア
イデアを広げる道具！

大切なのは画像の出来栄えでは
なく、未来について考えること！

▷

▷



グループワーク
スタート







おわりに
杉並区温暖化対策担当課長

重田 拓郎
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